
②予測・評価技術の主なトレンド（１）
A) 精緻化（超高解像度化）
シミュレーションの不確実性の縮小に貢献するモデル（コンポーネント）の精緻化

出典：九州大学・竹村俊彦教授
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n 大気中微粒子（エアロゾル）の
地球規模のモデルSPRINTARSの開発

研究事例

n 温暖化予測モデルのための
陸面植生モデルの開発

出典：海洋研究開発機構・佐藤永研究員



②予測・評価技術の主なトレンド（２）
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B) 統合化
複雑な地球システムモデルの構築を目指したモデル（コンポーネント）の統合

原図「IPCC, 2001: Climate 
Change 2001: The Scientific 
Basis. Contribution of Working 
Group I to the Third 
Assessment Report of the 
IPCC」

出典：海洋研究開発機構・
佐藤永研究員

n 統合水循環・水資源モデルの開発

出典：国立環境研究所・花崎直太主任研究員

研究事例

n 地球システム統合モデルの開発



③対策技術（環境修復・浄化、資源回収・リサイクル技術）の主なトレンド（１）

27

A) 新規材料・プロセス開発
– 吸着剤

n シクロデキストリンを用いた有害
物質の吸着・除去

B) 微生物・植物の活用
– 微生物分解（嫌気的水浄化など）
– ファイトレメディエーション（金属回収）

n 微生物細胞固定化ナノファイバー蛋白質
による微生物固定化と応用

出典：大阪大
学・木田敏之
准教授

出典：名古屋大学・堀克敏教授

出典：鹿児島大学・二井晋教授

n 泡によるレアメタルの選択濃縮分離

研究事例



③対策技術（環境修復・浄化、資源回収・リサイクル技術）の主なトレンド（２）
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C) 高付加価値化（省エネ・低炭素・低コスト等）
– 省エネ・創エネ、資源回収も同時に実現するコベネフィット型環境保全
– アップグレーディングリサイクル

n コベネフィット型水環境保全技術 n 化学修飾によるPCVのアップグレー
ディングリサイクル

出典：東北大学・吉岡敏明教授出典：国立環境研究所・珠坪一晃室長

研究事例



環境分野俯瞰活動 ①～③共通課題
n 個別技術の研究開発は進められているが、システム化研究
が不足（適切な技術群の組み合わせによる解決が必要）

n 計測技術や対策技術では、異分野の融合、業界の融合
n 長期スパンで応答する環境の予測には長期間の継続的なモ
ニタリングが必要（数十年～数百年単位）

n 大学における開発したモデルの維持・運用（海外などへの
展開やユーザ獲得のための操作しやすい仕様の作成やイン
タフェースの構築など）の困難性

n 社会（ステークホルダー）とのコミュニケーション
n 国際的な連携・協力

研究開発ハブとネットワークの構築、が必要ではないか。
（国研（国環研、産総研、JAMSTEC、農研機構等）と大学の役
割分担、連携・協力体制の構築によるオープンなオールジャパ
ンの体制）

出典：産総研・鳥村政基総括研究主幹

ü 人材確保・育成、資金獲得が困難。
ü 論文になりにくい。
ü 成果としてカウントされない。
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出典：産総研・大木達也総括研究主幹

出典：国立環境研究所・平山修久主任研究員

第５期科学技術基本計画（案）
第４章 科学技術イノベーションの基盤的な力の強化
（２）知の基盤の強化② 研究開発活動を支える共通基盤技術、施設・設備、
情報基盤の戦略的強化

第５章 イノベーション創出に向けた人材、知、資金の好循環システムの構築
（１）オープンイノベーションを推進する仕組みの強化
第７章 科学技術イノベーションの推進機能の強化
（２）国立研究開発法人改革と機能強化



参考資料

30



俯瞰報告書2015 環境区分の協力有識者
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原子力専門会議

環境専門会議
環境・エネルギー
研究戦略会議

エネルギー供給
専門会議

エネルギー利用
専門会議

客観的根拠に基づく中立・公正なプロセス

環境専門会議メンバー
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